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喘息とスポーツ

喘息のお子さんを持つ保護者の方からスポーツ、特に水泳をさせると喘息が良くなるので
はないか、と質問されることがあります。水泳をはじめとするスポーツは悪くは無いです
が、咳や息切れが出ることがあることをお話しています。今回は喘息とスポーツの話です。

運動で誘発される喘息ー運動誘発喘息ー
特に小児で問題になりますが、走った後に咳がでたり息苦しくなり喘息症状が出ることが
あります。これは運動誘発喘息 exercise induced asthma EIAと呼ばれています。運
動による呼吸数の増加で気道からの熱損失や水分蒸発が増加し気道過敏や気流制限が悪化
するためと考えられます。

冬季スポーツ選手に喘息が多い
熱損失や水分蒸発は外気温が低い時に大きいので例えばボブスレーやスキーなどの冬季ス
ポーツ選手に（運動誘発）喘息が多いと報告されています。喘息治療薬のアドエア、フル
タイドを製造するグラクソ・スミスクライン（ＧＳＫ）が本人自身が喘息であるアイス
スケーターの清水選手を宣伝に起用しているのにはこうした深い意味があるのです。

水泳選手に喘息が多い？
水泳は喘息をおこしにくいと私自身認識していたのでが今回改め調べて見るとその認識が
揺いでいます。今年、ヨーロッパ呼吸器学会誌（ＥＲＪ）に水泳選手で冬季スポーツ選手
の２倍以上の頻度で喘息の特徴の一つである気道過敏が認められるという報告がなされま
した。室内プールの場合塩素系消毒が喘息症状を悪化させるとの報告もいくつかあります。

水泳によるトレーニングそのものは喘息に悪くは無さそうです
最近の10年間を検索してもあまり論文がありません。１９９６年(Chest誌）、１９９９
年(Thorax誌）、２００９年（Respirology誌）の３つの論文はいずれも20人程度の少
人数での解析ですが、水泳を用いた計画されたトレーニングによって1秒量、ピークフ
ロー値の改善を認めた、との報告がなされています。これら3つの論文は当然吸入ステロ
イドなどで定期的な治療がなされた上でのお話です。先の水泳選手の解析でも明らかな様
に水泳を取り巻く環境そのものは決して喘息に好ましい環境ではないようです。喘息のコ
ントロールされていない状態で水泳のみで喘息を「治そう」とするのは無謀な事と考えま
す。
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